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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
１１
月
２
日
（
土
）
、
大
方
高
校
で
「
第

５
回
黒
潮
町
地
区
防
災
計
画
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
佐
賀
中
学

校
の
「
か
か
り
が
ま
し
い
防
災
」
で
犠

牲
者
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
た
め
の
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
避
難
訓
練
の
様
子
や
、
大
方

高
校
に
よ
る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」

や
「
逃
げ
ト
レ
」
ア
プ
リ
を
使
っ
た
地

域
と
の
避
難
訓
練
の
取
組
が
生
徒
か
ら

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
熊
井
地
区

の
携
帯
電
話
を
使
い
告
知
端
末
機
か
ら

い
ち
早
く
避
難
情
報
を
伝
え
る
取
組
や
、

入
野
本
村
地
区
の
大
方
改
良
道
路
開
通

後
の
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
、
自
主
防

災
組
織
か
ら
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
西
日
本
豪
雨
の
経
験
〜

犠
牲
者
ゼ
ロ
集
落
の
取
組
〜
」
と
題
し
、

愛
媛
県
大
洲
市
三
善
地
区
の
窪
田
亀
一

自
治
会
長
か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
２９
年
に
内
閣
府
の
モ
デ
ル
事
業
に

採
択
さ
れ
、
住
民
全
員
が
氏
名
や
血
液

型
、
避
難
場
所
な
ど
を
記
載
し
た
「
避

難
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
た
取
組
や
、
西

日
本
豪
雨
で
被
災
し
た
時
の
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、「
命
が
あ
っ
て
後
世
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
普
段
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
、
地

域
で
協
力
し
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１

名
と
パ
ネ
リ
ス
ト
４
名
が
「
学
校
と
連

携
し
た
地
区
防
災
計
画
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
討
論
し
ま
し
た
。
議
論
の
中
で
は

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
振
り
返
り
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
東
京
大
学
大
学
院
の
片

田
敏
孝
特
任
教
授
は
「
大
人
が
子
ど
も

た
ち
を
頼
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は

地
域
に
貢
献

で
き
る
と
い

う
喜
び
を
感

じ
る
。
地
域

の
み
ん
な
で

防
災
に
向
か

い
合
い
、
取

組
を
続
け
る

こ
と
で
防
災

を
特
別
な
も

の
と
し
て
考

え
す
ぎ
ず
、
次
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
日
に
は
、「
夜
間
津
波
避
難
訓
練
」

も
行
わ
れ
、
町
民
約
３
千
人
が
参
加
し
、

地
区
ご
と
に
指
定
の
避
難
場
所
な
ど
へ

の
避
難
後
、
避
難
所
開
設
訓
練
な
ど
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
１１
ペ
ー
ジ
「
備
え
て
安
心
」
）

第
５
回
地
区
防
災
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

夜
間
津
波
避
難
訓
練

くす玉開披 真剣にカルタを考える参加者ら 砂像連盟の皆さん 4kmのひらひらの風景

パネルディスカッションの様子

砂浜美術館30周年記念イベント「カンガエルバ」
　平成元年に設立された「砂浜美術館」。今年30周年を迎え、記念イベント「カンガエルバ」が11月4

日（月）・5日（火）の2日間開催されました。

　4日（月）には、砂浜美術館の30年を感じ、考え方を持つことや誇れるものなどについてそれぞれが

考えるきっかけにしてほしいと「すなびシンポ」が土佐西南大規模公園体育館で行われ、約90人が参

加しました。同シンポジウムでは、町出身のギタリスト・松田弦さんの生演奏に合わせ同美術館の作品

を紹介する映像が流されました。また、ワークショップでは、同美術館のスタッフが選んだ365枚の写

真からカルタを作る「しあわせかるた作り」を行いました。参加者は8チームに分かれ、さまざまな写真

から指定された頭文字の言葉を考え、オリジナルのカルタが完成し、梅原真さんが「カタルカルタ」と

名付けました。その後、海のバザールで、「美味しい作品」を味わうバーベキューが行われ、同美術館に

関わる人たちの交流の場となりました。

　5日（火）には、町内の小・中学校と大方高校の生徒約700人が参加し、「4kmでひらひらします。」

が行われました。過去のTシャツアート展での応募Tシャツを集めたものや歴代大賞作品のレプリカな

ど約2,000枚をロープに通し、入野海岸約4kmに渡り子どもたちがロープを持ち展示しました。浮鞭

の砂浜には、町砂像連盟などによりクジラやイルカの砂像が作られ、同美術館の30周年を祝いました。
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